
〒675-1325 兵庫県小野市樫山町 1323-29
TEL:0794-63-1100　FAX:0794-63-5166
http://www.razorsaw.co.jp/
E-mail:info@razorsaw.co.jp

レザーソー救助セット

　この度は、レザーソー救助セットをお買い上げ頂きありがとうございます。
災害時等に速やかに使用できるよう使用方法と床下救助の手順 (裏面 )をご理解の上、
救助現場に合わせてご使用下さい。

使用上の注意

〇適用材以外には使用しないで下さい。

〇救助鋸、ハンドドリルの刃部は握らないで下さい。

〇使用目的が異なる場合は自己責任にて、ご使用下さい。

〇使用時には余分な力を入れない。

〇災害時に取り出せる所に保管して下さい。

〇救出時に備えて替刃も保管するようにして下さい。

〇長期間保管する場合は刃を防錆油で拭いてから保管して下さい。

〇炎天下の車内等の高温、湿度の高くなる所での保管は避ける。

※不注意により負傷された場合は、当社は一切責任を負いません。

製造元

鋸・確認棒　　レザーソー工業株式会社

ハンドドリル　株式会社スターエム

＜適用材＞

一般木材・合板・樹脂材

＜仕　様＞

鋸刃　刃　長　：　200 ㎜

　　　板　厚　：　0.7 ㎜

　　　ピッチ　：　2.5 ㎜ /1.5 ㎜

ハンドドリル　：　φ12 ㎜

確 　認　 棒　：　φ4㎜×300 ㎜

＜材　質＞

鋸　　　　刃：炭素工具鋼

鋸　　　　柄：アルミダイカスト・樹脂

ハンドドリル：炭素工具鋼・樹脂

確　 認　 棒：ステンレス

収 　納　 袋：綿

使用方法
 ② ハンドドリル

　先端のドリル部分を材料にねじ込む事で、切り進む

事ができます。押さえ込まず廻して切り進んで下さい。

空転すると加工完了です。

 ① 救助鋸

　先端の目立てを使用の際は、鋸刃を立てて使用しス

トロークを小さく使用して下さい。また、切り進めば

ストロークを大きく、鋸刃を斜めにして挽いて下さい。

 ③ 確認棒

　確認棒はハンドドリルで穴を開けた後、穴の下に

鋸が挽ける空間があるか確認する為の道具です。

 ④ 替刃の交換

　鋸刃を交換する時は、パッケージ裏面の替刃の交換

方法に従ってお取り換え下さい。

RAZORSAW RESCUE Set

④替刃
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替刃付きセット
（品番 9900）

（品番 5821） （品番 9901） （品番 9902） （品番 R582)
③確認棒×１②ハンドドリル×１①救助鋸×１



救助の基本手順

・手探り確認の開口部を確保する。
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１．床面等にハンドドリルで右図①の穴を開け、下に障害物が無いか確認する。

２．手探りが可能な１５０㎜角程度の対角線上に右図②の穴を開け、下に障害
　　物がないか確認する。

３．右図①②より矢印の方向に鋸で切り進み、開口部より手探りで障害物のない方向を確認する。

４．頭の入る３００㎜角の開口部に拡大、下に障害物が無いか確認して障害物の無い方向に右図③の穴を開ける。

・目視確認の開口部を確保する。

５．右図③の穴より矢印の方向に鋸で切り進み、開口部の辺を延長し、開口部に頭を入れ生存者の目視及び声掛け
　　の確認を行う。

・救助用の開口部を確保する。

６．救出可能な５００㎜角の開口部に拡大、障害物の無い方向に右図④を開ける。

７．右図④の穴より矢印の方向に鋸で切り進み、開口部より辺を延長する。

８．安全を確保し救助を行う。

※安全を確認した上で救助作業を行って下さい。


